
 

 

 

 

 

藤原校区全体を笑顔に！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料③ 「藤原の人・自然・文化が好きになり、誇りに思う子どもを育てる」 

『秀
ほつ

真
ま

委員会』たより 発行：藤原小・中学校『秀真委員会』 

令和３年１２月１０日 

 

小・中学生の力を地域へ 

 

生徒会方針案   方針３ 【 挨拶 】 

地域の方々から褒められるような明るく、

元気な挨拶をしていきましょう。 

 挨拶で第一印象が決まると言っても過言で

はありません。何よりも自分から笑顔で、積極

的に挨拶をすることが必要です。挨拶をする

だけで気分が良くなり、気持ちよく過ごすこ

とができます。そして、どのような年代の人と

でも挨拶でなら気軽にコミュニケーションが

とれ、自分も相手も笑顔になれます。挨拶は

藤原全体を繋げてくれます。（略） 

 

 

児童会あいさつ運動重点目標 

「誰に対しても顔を見て 

      自分からあいさつしよう！ 

２学期 

「心のこもったあいさつで、 

相手を大切にしよう」 

あいさつをしてもらって「うれしかった」「気

持ちがよかった」など、あいさつをしてもら

って、プラスの気持ちになるように、相手意

識を大事にします。藤原小学校のあいさつを

変えていくのは、私たちなんだ」という意識

をもって行動していきます。 

 

 

 

 

１１月２６日（金） 愛知学泉大学 筒井正先生を講師に招いて 

『明るい コミュニティづくり ～あいさつ運動を手がかりにして～』と題して 

研修会を開催。 

 

 

中学校生徒会 小学校児童会 

あいさつで藤原を元気に！  

 

 

秀真委員会 

子どもたちの思いを大切に、 

私たちにできることは？ 

 

今よりもあいさつが自然にとびかう 

地域づくりのためにできることは？ 

 

 

 

藤原は、笑顔が似合う町。全国的に「あ

いさつ」をかわさない家庭が増えてき

ている。みなさんの家庭は？家族が、

「おはよう」をかわし合えば、子どもは、

起きた時には「おはよう」というのだと

いう気持ちを自然に育てられる。 

〇まずは大人があいさつをかわす。 

〇親子でさわやかにあいさつし１日を

スタート。 

〇大人から子どもへあいさつをする。 

あいさつは、私からという意識が大切

である。    筒井正先生 研修会より 

 

子どもたちを長い目で見守り、まずは大人が行動にうつしましょう。 

 

 

服の力 プロジェクト御協力 

ありがとうございました。 



感謝！感謝！！ 
 

学援隊「登下校支援」ボランティアについて、３年ぶりに意思確認をさせていただきました。児童に協力をしてもら

い調査を行いました。たくさんの方々に支援をしていただいていることがわかりました。ありがとうございます。   

ご辞退された方におかれましては、長年にわたり、子どもたちのために本当にありがとうございました。 

登下校支援者 内容 確認できた人数（12月1日現在） 

  保護者 

祖父母 

１．H30学援隊に登録 １１人 

２．自主的に支援 （１）今年度新たに登録  １４人 

（２）登録せず支援継続   ８人 

地域 ３．H30学援隊に登録 （１）継続して登録     ２４人 

（２）辞退           １3人 
 

ある保護者から「登録します」と意思確認用紙を提出していただきました。その際に、余白を利用して、このような

記入がありました。 

無理をなさらずに、可能な日に支援をしていただければと思います。１か月に１回、２か月に１回でも、たいへんあ

りがたいです。お力をお貸しください。 

 

 
１１月１７日（木）秋晴れの中、マラソン記録会が行われました。試走・当日と７名の方に

監視ボランティアとしてお世話になりました。初めて募集するボランティアでしたが、みなさんのご協力のおかげで、

子どもたちは、安全に走ることができました。ご協力ありがとうございました。 

また、『低学年遊びボランティア』に７人・『低学年学習見守りボランティア』に９人の応募がありました。下記のよう

に、計画をしています。応募されていない方で、１回でもご都合がつきましたら、ご協力をお願いします。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・切り取り線・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

『低学年への遊び・学習見守りボランティア』参加登録・日程調整用紙 

（    ）年 児童生徒名（                     ）支援者名  （                       ） 

電話番号  （                              ）＊中止連絡等に使用します。 

＊すでに登録されている方には、個人宛に案内をお届けしています。 

日時 支援内容 支援可能な日に〇印を 

１月 ２８日（金） １４：３５～１５：２０ １年遊び  

２月  ４日（金） １４：３５～１５：２０ ２年遊び  

８日（火） １４：３0～１５：２０ １年学習見守り  

   １５日（火） １４：３0～１５：２０ １年学習見守り  

    22日（火） １４：３0～１５：２０ １年学習見守り  

＊お手数ですが、お子さん・お孫さんを通じて学校に届けてください。 

 

 

 

 

２学期も、秀真委員会の活動にご協力をいただきありがとうござい

ました。益々寒さ厳しい時期を迎えます。くれぐれもご自愛のほど

お祈り申し上げます。 

 

地域の力を学校へ 

 

藤原小・中学校ＣＳ推進事務局 

     山下秀人  伊藤史子 

事務局 ０７０－２６３８－７２９１ 

 

ワクワクできる地域学校協働活動 

 

可
能
な
日
の
１
回
で
も 

あ
り
が
た
い
で
す
！
祖
父
母

の
方
も
お
願
い
し
ま
す
。 

 

意思確認のお手紙、ご親切にありがとうございます。このように、お手紙をいただき、とても光栄

です。子どもたちの世界観を壊すことなく、危険な場合や困った場合のみ声かけをしていきたいと

思っています。ごく一部の時間ではありますが、子どもたちを見守れることが幸せです。 

 


